
令和７年度　評価項目の達成及び取組状況 　　　出雲市立塩冶幼稚園

学校関係者評価

達成及び取組状況 評　価 評　価
達成及び取組状況をふまえ、成果と課題等を明らかにし、自己評価する。
その際、必要に応じ、保護者アンケートの結果も含める。

評価基準により段
階評価を行う。

評価基準により段
階評価を行う。

自己評価及び学校関係者評価をふまえた改善策や次年度の目標を具体
的に示す。

教育課程・指導 ①学年・学級経営
教職員は、教育目標の達成を目指し
た学級経営を行っているか。

○年度当初に、教育目標、めざす子ども像、園経営について、職員に文書配
布とともに周知、保護者へは愛育会総会時に説明を行った。
○保護者、教職員アンケートでは、96～100％が肯定的評価をしていることか
ら、各担任が園の教育目標や特色を生かした学級経営に努めていると評価し
ている。

4 4

○教育目標に基づき、日々の保育実践が幼児の育ちにつながるよう、幼児
を語る会を通して共通理解を図り、保育の充実を図る。
○園経営について、学級経営案、指導計画に基づいて、保育の援助、環
境構成について研鑽する時間の確保に努める。保育実践後は、反省、評
価をし、翌日、あるいは翌月の実践に活かせるように努める。

②幼児理解
教職員は、一人一人の幼児の発達の
姿から課題を捉えて保育を行ってい
るか。

○幼児一人一人の興味や関心、情緒の安定、生活習慣、発達の姿を捉え、意
欲や主体性を引き出す保育に努めた。
○個人懇談、年中児発達相談事業、あゆみを通して、保護者に成長の姿や願
いを伝えると共に、課題や願いを共有した。教職員アンケートで、肯定的評価が
１００％であった。

4 4

,○幼児一人一人の興味関心や成長の過程、発達の課題を捉え、望ましい
発達を促すための具体的な支援や保育実践に努める。（記録、学級内情
報交換など）
○園児の送迎時のやりとりや保護者との懇談、年中児発達相談事業、あゆ
み、連絡ノート等を通して、子どもの成長の姿や課題、願いを共有していく。

③特別支援教育
特別な支援を必要とする幼児の実態
や課題を明確にし、計画的・組織的
に指導を行っているか。

○特別な支援を要する幼児や外国にルーツのある園児の実態把握に努め、補
助教諭やヘルパーと連携をしながら共通理解を図り、必要な支援を行った。
○家庭との連携や巡回相談、就学先、関係機関との連携を通して、幼児の特
性の理解やよりよい支援に努めた。 3 4

○保護者の思いや願いを受け止め、市の巡回指導や関係機関との連携を
深め、情報共有を行い、適切な指導につなげる。
○特別な支援を要する幼児の特性や発達に応じた具体的な支援方法や
環境構成、教材などを探り、幼児が安心して過ごせる場を保障していく。
○担任、補助教諭、ヘルパーと連携を図り、同じ方向を向いて保育にあた
れるようにする。

④人権・同和教育
教職員は、自らの人権感覚を磨き、
幼児に人権意識の芽生えを培うよう
に配慮しているか。

○人権同教育を園生活の根底に据え、幼児の人権意識の芽生えを培うととも
に、職員自身が人権感覚を磨くように努めた。（研修会参加、子どもを語る会な
ど）
○教職員のA、B評価が１００％であることから、日々、幼児一人一人の人権を
大切にした保育を心がけ、実践していることが伺えた。

4 4

○互いに尊重し、協力しあえる温かな教職員集団となるよう、自らの言動を
意識し、人権感覚を磨く努力をするともに、研修への参加、報告、伝達を通
して共通理解を図っていく。
○幼児の言動から心に響く具体的な支援を心がけ、一人一人の人権が守
られ大切にされる温かい集団作りをしていく。（多様性を尊重する）

⑤行事
教職員は、行事を幼児の発達を促す
機会と捉え、工夫、改善している
か。

○幼児にとって発達を促す機会となるよう、日々の体験や園外保育、その年の
出来事から育ちに応じた内容、取り組みを工夫し、保護者に情報発信した。（学
級だより、ブログ、園長だよりなど）
○保護者の肯定的評価が　９６％であること、行事後の感想等により、行事へ
の理解や幼稚園教育への評価を得ていることが伺える。

4 4

○幼児の発達を促す活動となるよう、日々の体験や心に残る出来事などを
取り入れ、行事の内容、方法を工夫し、反省、改善をしていく。
○行事のねらいや意見、幼児の取り組みの過程を便りやブログなどでの発
信していく。

⑥保幼小連携
近隣の小学校等との連携を密にし、
なめらかな接続に努めているか。

○塩冶小学校区校長・園（所）長会、保幼小連絡会、保幼小交流の日、夏季
の保幼小合同研修会どを通して、園児の実態、様子について情報交換し、保
幼小連携について理解する機会となっている。園内研修に小学校職員を招待
し、幼稚園教育の実態を理解してもらっている。○保護者アンケートから、「わか
らない」との回答が16.1％であることから、よりよい連携や保護者への情報発信
に努める必要が有ると感じる。

3 3

○小学校との交流や園内研修等での意見交換、情報提供を行い、幼児・
児童の実態把握や指導、連携の在り方について理解を深め、滑らかな接
続に努める。
○保護者に理解してもらえるように、連携の様子を情報発信していく。。
　（なめらかな接続とはどういう意味か、わかりやすく設問する） 

家庭・地域との連携 ⑦家庭・地域との連携
幼稚園と保護者、幼稚園と地域（未
就園児等）との協力関係はできてい
るか。

○地域の行事や祭りなどへの参加、中学生職場体験、島根大学医学部学生
の保育体験受け入れなど、地域との連携を図った。
○未就園児教室を毎月実施し、音楽、運動、表現、製作など内容を工夫しな
がら楽しい教室となるようにした。入園につながるよう、ブログや園の教育につい
て発信した。プレいちご教室としてベビーマッサージ体験を企画実施した。
年間、約35組の登録があった。

3 4

○地域に開かれた幼稚園として、積極的に地域の行事、イベントへの参加
や学生の受け入れを行い、幼稚園の存在や園児の様子を知ってもらう機
会とし、幼稚園PRに努めていく。
○日々のやりとり、個人懇談、連絡ノートなど保護者との連携を密にし、保
護者が子育ての喜び、悩み、不安を気軽に話せるような関係作りに努めて
いく。

研修 ⑧研究・研修

教職員一人一人が、園内外の研究・
研修の機会を自己研鑽の場として受
け止め、進んで研究・研修に取り組
んでいるか。

○園児の実態、保育実践から育みたい幼児の姿など協議し、研究主題に向
かって具体的な研究の内容と方法を見いだし、実践にあたった。出雲市の幼児
教育指導員を招いて、数回の園内研修、１０月には市内幼稚園職員、近隣保
育園職員、小学校、保育幼稚園課に案内し、園内研修を行った。幼児の姿を
多面的に捉えることができた。
○各種研修に参加した。復命し園内で共有した。

3 4

○保育の悩みを一人で抱えず、教師の援助の幅が広がるような施設協働
型の研修の改善を図る。
○幼児教育指導員を招いた園内研修を継続し、教職員の資質向上に努
める。積極的な研修参加をする。

組織運営 ⑨園務
教職員は、他教職員と協働し、計画
的に園務を遂行しているか。

○各職員が自身の園務分掌を確認し、担当としての責任や役割を自覚して、
相談、計画、立案、実施、反省、評価をするように心がけた。
○学級事務、分掌事務などが効率よく処理していけるよう、削減、改善すること
はないか検討し、実践している。また、職員同士声をかけあい、協力しあえる体
制作りに努めている。

3 3

○行事予定、保育計画など、見通しをもった園務遂行となるよう、自分の
役割に自覚と責任をもち、互いに協力していける風土形成に努めたい。
○一人で抱えず、相談や報告を速やかにするように努める。

安全管理・保健管理 ⑩危機管理
園の危機管理及び幼児の安全や衛生
の管理体制を全教職員が理解し、適
切な対応に努めているか。

○安全指導年間計画に沿って、避難訓練（火災、地震、引き渡し）を実施し、
危険を予測した行動が迅速にとれるように努めている。バースデープロジェクト
や、今後予定している防犯教室などにより、命の大切さを感じられるようにしてい
く。○毎月の計測時に養護教諭が中心となり、保健指導を行い、健康管理、保
健衛生、予防の仕方を具体的に園児に知らせ、習慣の定着や、意識向上に努
めた。

3 3

○様々な状況や場面を想定した避難訓練、不審者対応を計画的に実施
し、園児の安全確保、保護者への引き渡しなどが速やかにできるよう職員
の対応力向上に努める。（３月に事前予告なしのメール訓練予定）。災害時
のマニュアルを再確認。
○養護教諭による保健指導やチャレンジカードを通して、保健衛生や健康
管理、生活習慣の確立を発信していく。○感染症等について園内や近隣の
状況を便り等で発信していく。

教育環境整備
⑪園地・園舎・遊具等
の施設・整備

園地・園舎・遊具等の施設・設備を
定期的に点検し、必要な改善・管理
を行っているか。

○毎月、職員で施設・設備の安全点検を行い、修繕が必要な箇所については
担当課に連絡し、対応、修繕に努めている。
○毎月、保護者に協力を依頼し、草取りボランテイア、校務員や職員による除
草、環境整備を行っているが、猛暑、悪天候などにより、環境整備が思うように
進まないこともある。

3 3

○毎月の安全の日には、園舎施設や遊具の安全点検を実施し、早期発
見、対応ができるように努める。
○保護者や校務員、職員の協力を得て、計画的に園庭や園周辺の環境
整備を行っていく。

※評価基準　４：十分達成している　３：概ね達成している　２：改善を要する部分がある　１：大いに改善を要する

自　己　評　価

分　　野 評価項目 評価の着眼点

　評価結果を踏まえた今後の取り組み


